
午
前
11
時
に
JR
赤
穂
駅
に

集
合
し
、
先
ず
は
山
名
理
事

長
の
ご
案
内
で
、
赤
穂
浪
士

有
縁
の
花
岳
寺
へ
。
掃
き
清

め
ら
れ
た
山
内
を
散
策
し
、

四
十
七
士
の
墓
地
や
史
料
館

な
ど
を
ゆ
っ
く
り
と
参
拝
し

参
観
さ
せ
て
頂
き
、
赤
穂
城

跡
公
園
な
ど
赤
穂
藩
五
万
石

の
、
い
や
製
塩
を
背
景
と
し

て
石
高
以
上
の
風
格
と
風
情

を
十
分
に
堪
能
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

市
内
見
聞
の
後
は
理
事
長

様
ご
贔
屓
の
お
店
で
瀬
戸
内

の
幸
盛
り
沢
山
の
昼
食
。
そ

の
後
、
会
場
を
理
事
長
様
の

ご
自
坊
・
専
念
寺
へ
と
移
し
、

次
回
理
事
会
に
上
程
す
る
原

案
を
相
談
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
理
事
長
様
・
理
事
様
の

の
お
取
り
は
か
ら
い
で
「
観

光
に
、
会
議
に
」
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

役
員
会
概
要

会
員

数
の
報

告

２
月
末
現
在
で
会
員
数
は

32
名
と
な
り
、
Ｈ
25
年
度
は

会
員
数
50
名
以
上
を
目
指
し

活
動
を
行
う
。

Ｈ

25
総
会
に

つ
い
て

今
後
の
総
会
の
持
ち
方
等

を
含
め
相
談
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

＊
会
員
数
が
充
実
し
た
後
は
、

各
地
域
持
ち
回
り
で
、
実

行
委
員
会
を
組
織
し
巡
回

し
て
総
会
を
開
催
出
来
る

の
が
理
想
。

＊
会
の
顔
ぶ
れ
も
入
れ
代
り

数
年
か
け
て
「
山
名
に
つ

い
て
基
礎
か
ら
の
復
習
」

が
実
感
で
き
る
内
容
を
考

え
て
み
て
は
？

＊
例
え
ば
↓
①
「
山
名
の
源

流
・
摂
津
河
内
」
↓
②

「
山
名
の
産
声
・
上
州
高

崎
」
↓
③
「
守
護
山
名
の

誕
生
・
鎌
倉
」
↓
そ
し
て
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赤
穂
で
役
員
会
開
催

役員会前に義士の墓前参拝

去
る
２
月
22

日
、
山
名
義
範
理
事
長
様
の
お
膝
元
、
赤
穂
市
に
て
役

員
会
を
催
し
、
Ｈ
25

年
の
活
動
の
こ
と
な
ど
を
相
談
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
山
名
理
事
長
様
・
山
名
嗣
宣
理
事
様
に
は
役
員
会
場
ご
提
供
、

市

内
案
内
と
ご
面
倒
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

花岳寺本堂前で

播

州

赤

穂

山

名

氏

応
仁
の
乱
後
の
混
乱
に
よ
り
、
山
名
氏
は
播

磨
経
営
か
ら
退
い
て
ゆ
く
。
赤
穂
山
名
の
祖
、

山
名
三
郎
左
衛
門
利
氏
は
播
州
を
去
る
山
名

本
軍
か
ら
離
れ
家
臣
36
名
と
共
に
、
千
種
川
流

域
の
赤
穂
周
世
の
地
を
開
き
定
住
。
利
氏
は
そ

の
後
法
名
を
「
玄
誓
」
と
名
乗
り
出
家
、
集
落
の

中
心
に
庵
を
結
び
「
専
念
寺
」
と
す
る
。
以
降

「
専
念
寺
」
を
中
心
と
し
て
村
落
・
田
畑
の
整
備

を
営
々
と
重
ね
現
在
に
至
る
。
今
で
も
周
世
周

辺
は
「
山
名
庄
」
と
呼
ば
れ
る
。
現
当
主
・
義
範

氏
（
山
名
会
理
事
長
）
は
赤
穂
山
名
・
初
代

利
氏
公
よ
り
数
え
て
十
六
代
目
。

役員会場の専念寺

赤穂

山名定紋

①
山
名
利
氏
（玄
誓
）─
②
玄
了
─
③
玄
智
─
④
玄
徹
─
⑤
知
傳

┘

┐
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
└

┌
⑥
了
牧
─
⑦
了
凰
─
⑧
了
義
─
⑨
了
道
─
⑩
了
界
─
⑪
了
智
┘

┐
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
└

┌
⑫
了
悟
─
⑬
義
亮
─
⑭
義
賢
─
⑮
義
芳
─
⑯
義
範
（理
事
長
）↓
後
代
へ
登録台帳データより抜粋



④
「
六
分
一
殿
山
名
・
西

国
各
地
で
総
会
を
実
施
」

等
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
ま
だ

会
員
数
も
十
分
で
な
く
、

＊
こ
の
数
年
は
役
員
・
事
務

局
中
心
に
総
会
を
企
画
す

る
。

＊
事
務
局
準
備
等
を
考
え
る

と
Ｈ
25
年
総
会
は
但
馬
で

行
う
方
向
で
お
願
い
し
た

い
。

＊
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
出
石
・

竹
田
城
を
巡
る
コ
ー
ス
な

ど
理
事
会
ま
で
に
幾
つ
か

考
え
て
お
く
。

＊
会
計
面
に
付
き
、
前
回
参

加
費
（
２
万
５
千
円
）
で

は
、
足
り
苦
し
い
状
況
。

＊
Ｈ
25
総
会
の
実
施
時
期
は

役
員
間
で
調
整
し
た
と
こ

ろ
、
10
月
12
日
（
土
）
〜

13
日
（
日
）
に
実
施
予
定
。

と
言
っ
た
方
向
で
考
え
て

い
ま
す
が
、
具
体
的
な
こ
と

は
理
事
会
で
ご
相
談
願
い
た

い
と
存
じ
ま
す
。

理
事
会
の
開
催

役
員
会
で
相
談
し
た
原
案
を

元
に
、
左
記
日
程
の
如
く
理

事
会
を
開
催
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
ご
多
忙
な

折
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
参

集
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
事
：
Ｈ
25
年
度
の
諸
事
業

に
つ
い
て
。

期
日
：
Ｈ
25

年
４
月
13

日

（
土
）

会
場
：
兵
庫
県
芦
屋
駅
前
・

ホ
テ
ル
竹
園
芦
屋
１
Ｆ

「
ラ
ル
ー
」

（
理
事
様
に
は
後
日
、
詳

細
案
内
発
送
）

小
冊
子
「
山
名
」
の
復
刊

＊
前
事
務
局
が
３
号
ま
で
発

行
さ
れ
た
「
山
名
」
の
後

を
続
け
て
、
定
期
的
に
発

行
を
継
続
す
る
。

＊
発
行
の
目
処
は
各
年
次
総

会
に
合
わ
せ
て
配
本
で
き

る
よ
う
に
作
業
を
進
め
る
。

＊
復
刊
号
は
特
に
テ
ー
マ
を

絞
ら
ず
、
自
由
に
寄
稿
願

う
。

山
名
会
会
章
の
作
成

＊
会
章
を
作
成
す
る
方
向
↓

次
回
理
事
会
で
見
積
も
り

提
示
。
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会
費

領
収
証
と
共
に
お
送

り
致

し
ま
し
た
「
会
員
台
帳
」

へ
の
ご

記
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

明
確

な
系
図
な
ど
分
か
ら

無
く

て
も
「
各
家
の
言
伝
え
」

等
、
ご

存
じ
の
範
囲
で
結
構
で
す
。

「

言
伝
え
」
と
雖
も

ど
こ
か
で

記
録
し
て
お
か
ね
ば
風

化
し
て
し

ま
う
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の

際
に
貴
家
の
歩
み
を
整

理
さ
れ
て

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
？
山
名

会
で
は
お
寄
せ
頂
い
た

情
報
を
台

帳
に
記
録
し
、
家
紋
図

案
を
作
成

さ
せ
て
頂
き
、
末
永
く

管
理
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
他
家
と

意
外
な
接

点
が
見
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま

す
。
是
非
お
願
い
致
し
ま
す
。

送
付

先
は
ご
案
内
封
筒
の

下
部

に
明
記
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｆ
Ａ

Ｘ
や
メ
ー
ル
で
も
構
い

ま
せ
ん
の

で
、
是
非
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（

表
紙
の
「
赤
穂
山
名
」

の
説

明
は
台
帳
デ
ー
タ
か
ら
の
抜
粋
）

Ｈ
25

総
会
で

の
配
本

を
目
標

に

当
会

の
小
冊
子
「

山
名
」
を

刊
行

い

た

し

た

い

と

願

っ

て

お

り

ま

す
。

「
山
名
」

は
山
名
章
前

会
長

様
が

３
号
ま
で
刊

行
さ
れ
た
冊

子

で
、

会
の
再
興

に
合
わ
せ
て
今

後

も
定

期
的
な
刊
行

を
予
定
し
て

お

り
ま

す
。
つ
き

ま
し
て
は
会
員

諸

氏
に

は
復
刊
号
へ

の
ご
寄
稿
を

ど

う
か

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し

ま

す
。寄

稿

テ

ー

マ

に

つ

き

ま

し

て

は

、

特

段

限

定

し

て

お

り

ま

せ

ん
。
「
山

名
氏
」
・
「

山
名
会
」

に
関
す
る
こ

と
で
あ
れ
ば

ご
自
由

に
文
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い

。
既
に

幾
人
の
方
々

か
ら
資
料
・

文
書
を

頂
い
て
居
り

ま
す
が
冊
子

を
編
集

す

る

程

に

は

至

っ

て

お

り

ま

せ

ん
。

＊
山
名
氏
に
対
す
る
歴
史
考
察
。

＊
各
家
に
語
り
継
が
れ
た
伝
承
。

＊
山
名
会
に
期
待
す
る
こ
と
。

＊
Ｈ
24

年
総
会
の

感
想
…
、

是
非

と
も
お
気
軽

に
投
稿
お
願

い
い
た

し
ま
す
。

小
冊
子
「
山
名
」
（
復
刊
号
）
へ
の
寄
稿
お
願
い

会
員
登
録
台
帳
ご
記
入
の
お
願
い


